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おおたこうれん
当
会
の
青
年
部
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る「
マ
ッ
チ

ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
２
０
１
９
」が
、
９
月
27
日
に

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
行
わ
れ
た
。
初
開
催

と
な
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
若
手
人
材
の
発
掘
を
念
頭

に
青
年
部
の
会
員
企
業
と
都
立
六
郷
工
科
高
等
学
校

の
生
徒
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
目
的
で
企
画
。
少
子

化
で
多
く
の
企
業
が
人
材
獲
得
に
課
題
を
抱
え
て
い
る

一方
、
自
校
の
お
膝
元
で
あ
る
大
田
区
の
も
の
づ
く
り

企
業
と
生
徒
と
の
接
点
を
作
り
た
い
と
い
う
高
校
側

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
両
者
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
て
実

現
に
至
っ
た
。

青
年
部
か
ら
は
、
東
蒲
機
器
製
作
所
、
極
東
精
機

製
作
所
、
山
田
製
作
所
、
泰
信
製
作
所
、
日
新
電

気
、
第一金
属
工
業
、
富
士
テ
ク
ノ
マ
シ
ン
、
松
島
商

工
、渡
辺
精
機
、新
妻
精
機
、上
田
製
作
所
、エ
ー
ス
、

西
居
製
作
所
、
松
浦
製
作
所
、
昭
和
製
作
所
、
三

陽
機
械
製
作
所
、
ト
キ
ワ
精
機
、
平
川
製
作
所
、
磐

梯
工
業
、
関
鉄
工
所
、
ム
ソ
ー
工
業
の
計
21
社
が
出

展
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
工
学
科
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科
な
ど
５

つ
の
学
科
を
擁
す
る
六
郷
工
科
高
校
か
ら
は
約
３
３
０

名
の
生
徒
が
参
加
し
、
午
前
は
２
年
生
中
心
、
午
後

は
１
年
生
中
心
の
２
部
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

各
部
の
冒
頭
に
は
六
郷
工
科
高
校
の
佐
々
木
哲
校

長
が
開
幕
の
挨
拶
。「
生
徒
の
み
ん
な
に
は
、大
田
区
の

も
の
づ
く
り
が
ど
ん
な
経
営
者
や
技
術
者
た
ち
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
帰
っ
て
欲
し
い
」と
呼

び
掛
け
た
上
で
、企
業
関
係
者
に
は「
今
の
高
校
生
が

何
を
考
え
て
い
て
、企
業
に
ど
う
い
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
引
き
出
し
て

欲
し
い
」と
リ
ク
エ
ス
ト
。そ
の
上
で「
お
互
い
の
理
解

を
深
め
て
、本
校
の
教
育
内
容
も
大
田
区
の
企
業
が
求

め
る
も
の
に
変
え
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
語
っ
た
。

午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
も
に
90
分
の
開
催
時
間

の
う
ち
、
１
社
あ
た
り
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
は
12
分
。

生
徒
は
あ
ら
か
じ
め
事
前
に
希
望
を
提
出
し
た
５
社
の

ブ
ー
ス
を
順
番
に
訪
ね
る
。
各
ブ
ー
ス
で
は
経
営
者
や

若
手
社
員
ら
が
生
徒
の
前
に
立
ち
、
自
社
の
商
品
や

特
殊
技
術
、
社
内
環
境
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
。さ
ら
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、

生
徒
と
企
業
人
が
双
方
向
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取

れ
る
仕
組
み
も
。
ま
た
、
佐
々
木
校
長
の
提
案
で
各

自
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
ず
つ「
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
」の
タ
ー
ン

が
あ
り
、
ド
ー
ナ
ツ
と
飲
み
物
で
パ
ワ
ー
を
補
給
し
な

が
ら
集
中
力
を
キ
ー
プ
す
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
た
。

普
段
か
ら
様
々
な
場
面
で
話
し
慣
れ
て
い
る
経
営
者

た
ち
も
、
高
校
生
相
手
に
自
社
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
な
る
と
大
人
相
手
の
プ
レ
ゼ
ン
と
は
勝
手
が
ま
っ
た

く
異
な
る
。
社
会
に
出
る
前
の
未
成
年
の
心
を
掴
む

に
は
通
り一遍
の
話
で
は
不
十
分
。
あ
る
意
味
、
プ
レ

ゼ
ン
を
す
る
側
に
と
って
も「
人
間
力
」が
試
さ
れ
る
場

と
い
え
る
よ
う
な
状
況
の
中
、
話
す
側
か
ら
積
極
的

に
生
徒
の
発
言
を
促
し
て
み
た
り
、“
頼
れ
る
お
兄
さ

ん
”的
な
口
調
で
親
近
感
が
沸
く
よ
う
に
話
し
て
み
た

り
、
座
談
会
形
式
で
和
や
か
な
雰
囲
気
を
作
って
み
た

り
と
、
ど
の
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
が
目
立
っ
た
。

ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
の
中
身
も
純
粋
な
企
業
紹
介
で
は

な
く
、「
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
」「
自
分
に
は
ど
う

い
う
仕
事
が
合
って
い
る
の
か
」と
いっ
た
職
業
感
的
な

話
を
織
り
交
ぜ
た
り
、「
10
代
・20
代
の
若
手
社
員
が

ど
れ
だ
け
活
躍
し
て
い
る
の
か
」と
いっ
た
生
徒
に
も
身

近
な
ネ
タ
を
盛
り
込
む
な
ど
、生
徒
た
ち
で
も
理
解
し

や
す
く
、興
味
を
引
く
よ
う
な
心
が
け
が
見
ら
れ
た
。

六
郷
工
科
高
校
で
は
既
に
９
月
中
旬
か
ら
３
年
生

の
就
職
試
験
が
ス
タ
ー
ト
。
２
年
生
も
こ
こ
か
ら
徐
々

に
就
職
を
意
識
す
る
時
期
に
入
る
。
そ
う
し
た
中
、

特
に
午
前
の
部
で
は「
ど
の
ぐ
ら
い
で一
人
前
の
技
術

が
身
に
つ
き
ま
す
か
？
」「
女
性
で
も
活
躍
で
き
ま
す

か
？
」な
ど
、
生
徒
か
ら
も
現
実
的
な
面
へ
の
質
問
が

飛
び
出
し
、
ど
こ
も
熱
量
の
高
い
や
り
と
り
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
。

午
後
の
部
の
終
わ
り
に
は
、
青
年
部
で
主
導
的
な

役
割
を
担
っ
た
松
島
商
工
の
松
島
秀
仁
専
務
取
締
役

が
挨
拶
。「
本
当
に
手
探
り
の
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た

企
画
だ
っ
た
が
、
午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
ど
ち
ら
も

盛
況
に
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
」と
本
音
を
述
べ
て

安
堵
の
表
情
を
見
せ
た
上
で
、「
こ
の
機
会
か
ら
何
か

糧
に
な
る
も
の
を
持
ち
帰
っ
て
、
今
後
の
学
生
生
活
を

有
意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」と
未
来
の
工
業
人
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

午
前
・
午
後
合
わ
せ
て
全
12
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
完
投
し

た
青
年
部
の
面
々
は
、
み
な
揃
っ
て
声
が
枯
れ
る
ほ
ど

の
奮
闘
ぶ
り
。
若
い
人
の
熱
気
の
中
で
熱
く
語
る
彼

ら
の
姿
は
、
誰
も
が
い
つ
も
よ
り
10
歳
く
ら
い
若
々
し

く
見
え
た
。
全
員
が一日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果
た

し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
そ
の
表
情
に
は
確
か
な
充
実
感

が
浮
か
ん
で
い
た
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た
縁
か
ら
実
際
に

大
田
区
で
活
躍
す
る
工
業
人
が
生
ま
れ
る
か
は
未
来
に

な
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
地
元
高
校

か
ら
地
元
の
も
の
づ
く
り
企
業
へ
人
材
供
給
の
流
れ
を

強
め
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
１
回
は
大
成
功
の
手
応
え
を
掴
ん
だ
だ
け
に
、
次

回
以
降
の
開
催
に
も
期
待
し
た
い
。

当会の舟久保利明会長も当日の様子を視察 佐々木哲校長 松島秀仁専務取締役

自社の製品を見せながら自社をアピールする青年部の企業

「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
」開
催

ドーナツで“もぐもぐタイム”21社の詳しい資料も配布

プレゼンにも各社の工夫が聞く側も話す側も真剣

青
年
部
の
企
業
が
工
業
系
高
校
生
に
自
社
を
Ｐ
Ｒ
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「夏のロボット作り教室」開催
８
月
24
日
・
25
日
の
二
日
間
、「
親
子

で
楽
し
む
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
教
室
」が
大
田
区

産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
行
わ
れ
た
。
当
会

と
区
が
共
催
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
芝
浦
工

業
大
学 

地
域
連
携
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
受
け
、
区
内
に
在
住
・
在
学
の

小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
を
対
象
に
毎
年

こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
企
画
。
今
年
も

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た

１
２
０
組
の
親
子
が
参
加
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
日

に
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
、
２
日
目
は
芝
浦
工
大
・

長
谷
川
浩
志
教
授
に
よ
る
講
演
会
と
競
技

大
会
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
。
芝
浦
工
大
か
ら
は
学

部
生
と
附
属
高
校
の
生
徒
が
15
名
以
上
が

参
加
し
て
親
子
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
担
っ
た
。

親
子
が
作
る
の
は「
ビ
ー
ト
ル
」と
い
う

四
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
。
約
１
５
０
個
の
部
品

か
ら
な
る
ツ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
式
の
ロ
ボ
ッ
ト

で
、
ナ
イ
ロ
ン
ナ
ッ
ト
や
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
な

ど
子
供
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
も
聴
き
慣
れ

な
い
よ
う
な
部
品
も
た
く
さ
ん
。
パ
レ
ッ
ト

に
広
げ
た
部
品
の
中
に
は
、
机
の
下
に
落

と
し
て
し
ま
っ
た
ら
簡
単
に
見
つ
か
ら
な
い

小
さ
な
ネ
ジ
も
あ
る
。
低
学
年
の
児
童
も

多
く
、
な
か
な
か
集
中
力
が
続
か
な
い
子

も
い
る
が
、
親
子
で
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
組
み
上
げ
て
い
く
。

工
作
中
は
各
列
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
芝
浦

工
大
生
を
配
置
。
常
に
ど
こ
か
で
ヘ
ル
プ
の

手
が
上
が
る
中
、一人
で
何
組
も
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
学
生
た
ち
は
皆
揃
って
大
忙
し
の

状
況
だ
っ
た
が
、
児
童
に
教
え
る
と
い
う
経

験
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
学
び
に
つ
な
が
る

機
会
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
お
昼
前
に
組
み
上

が
る
子
も
い
る
が
、
テ
ス
ト
で
床
を
走
ら
せ

て
み
る
と
し
っ
か
り
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
は
、
焦
っ

て
早
く
作
る
よ
り
も
不
具
合
な
い
よ
う
正

し
く
組
み
立
て
る
の
が
大
事
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
に
違
い
な
い
。

２
日
目
は
子
供
た
ち
が
主
役
の一日
。
そ

れ
ぞ
れ
個
性
的
に
装
飾
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト

で
機
動
性
と
デ
ザ
イ
ン
の
秀
逸
さ
を
競
う
。

様
々
な
素
材
を
使
っ
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
と
こ
ろ
も
ビ
ー
ト
ル
の
醍
醐
味
。
た
だ
、

見
た
目
が
良
け
れ
ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
重
さ
は
１
キ
ロ
以
内
、
幅
は

Ａ
４
サ
イ
ズ
用
紙
以
内
な
ど
、
細
か
な
競

技
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
範
囲
内
で
優

劣
を
競
う
。

競
技
大
会
の
メ
イ
ン
種
目
は
障
害
物
競

走
だ
。
予
選
ブ
ロッ
ク
は
全
体
を
８
組
に
分

け
た
総
当
た
り
戦
。
幾
つ
か
の
課
題
が
設

置
さ
れ
た
障
害
物
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を
競
う

１
対
１
の
対
決
で
、
各
ブ
ロッ
ク
の
成
績
上

位
者
が
勝
ち
上
が
り
制
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
で
き
る
。
保
護
者
が
見
守
る

中
、
予
選
か
ら一戦一戦
が
ま
さ
に
真
剣
勝

負
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
あ
り
、
喜
び
の
笑
顔
あ

り
、
歓
声
あ
り
と
い
う
熱
戦
の
連
続
。
時

に
負
け
た
悔
し
さ
で
泣
い
て
し
ま
う
子
も
い

る
が
、
そ
こ
も
審
判
の
学
生
た
ち
の
優
し

い
声
か
け
で
元
気
を
取
り
戻
す
。
競
技
中

に
故
障
し
て
し
ま
う
場
合
も
地
域
連
携
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が

修
理
コ
ー
ナ
ー
に
待
機
。
万
全
の
サ
ポ
ー
ト

で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
１
２
０
組
の
頂

点
を
決
め
る
戦
い
に
参
加
者
み
ん
な
の
熱
い

視
線
が
集
中
。
特
に
準
決
勝
以
上
は
コ
ー

ス
の
周
り
を
子
供
た
ち
が
取
り
囲
む
よ
う

な
状
況
で
、「
が
ん
ば
れ
！
」の
大
声
援
の

中
で
優
勝
者
を
決
定
し
た
。

一方
で
、
惜
し
く
も
予
選
で
敗
れ
た
子
供

た
ち
は
徒
競
走
競
技
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
純

粋
な
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
、
こ
ち
ら
の
競
技

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

閉
講
式
で
は
障
害
物
競
走
と
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
優
秀
者
を
各
10
名
、
徒

競
走
競
技
の
上
位
３
名
を
表
彰
。
当
会
の

西
川
事
務
局
長
か
ら
子
供
た
ち
へ
表
彰
状

と
記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た
。
障
害
物

競
走
の
上
位
10
名
に
は
、
秋
に
芝
浦
工
大

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
も
与
え

ら
れ
た
。

そ
の
後
の
閉
講
の
挨
拶
で
は
、
長
谷
川

浩
志
教
授
が「
子
供
た
ち
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

る
機
会
と
い
う
の
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
自
分
の
手
で
作
っ
た
と
い
う
感
動
を

楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
と
も
に
持
ち
帰
って
、

『
私
た
ち
で
も
で
き
る
ん
だ
』と
い
う
自
信

に
繋
げ
て
く
だ
さ
い
」と
総
評
を
述
べ
、
２

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
。
も
の
づ
く
り

体
験
あ
り
、
競
技
大
会
あ
り
と
い
う
充
実

の
２
日
間
は
、
子
供
に
と
っ
て
も
保
護
者
に

と
って
も
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
に
な
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

PiO1 階の大展示ホールに 120組の親子が来場

サポーターの芝浦工大生も大活躍親子で協力してロボット作り

2日間で一番の熱気となった障害物競走の決勝戦

自慢の一台を見せ合う子供表彰を行った西川事務局長

令
和
元
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
者

十
月
十
八
日（
金
）開
催
の
当
会
正
副
会
長
会

に
お
い
て
左
記
二
五
名
の
方
の
受
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

森
田　
秀
和　
技
術
部
次
長

�

㈱
三
桂
製
作
所　
蒲
田
工
業
協
会

木
内　
祐
史　
営
業
第
一
課　
課
長

�

㈱
三
桂
製
作
所　
蒲
田
工
業
協
会

石
田　
　
勇　
技
術
部
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

�

㈱
三
桂
製
作
所　
蒲
田
工
業
協
会

大
橋　
明
美　
名
古
屋
支
店
課
長
代
理

�

㈱
三
桂
製
作
所　
蒲
田
工
業
協
会

川
口　
三
奈　
企
画

�

日
本
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

福
田　
　
弘　
技
師

�

日
本
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

松
本　
順
一　
主
任
技
師

�

日
本
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

武
藤　
宏
美　
参
事

�

日
本
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

荒
井　
秀
明　
大
阪
営
業
所
所
長

�

日
本
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

俵　
　
保
之　
改
修
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

�

日
本
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

岩
崎　
清
隆　
海
外
営
業
本
部

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

愛
甲　
貴
之　
台
湾
三
桂
出
向

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

木
村　
紀
子　
財
務
経
理
本
部

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

津
山　
弥
生　
課
長

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

吉
田　
明
子　
販
売
管
理
本
部

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

田
邉　
理
恵　
財
務
経
理
本
部

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

松
岡　
達
生　
製
品
開
発
本
部

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

荒
井　
　
聡　
課
長

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

増
田　
貴
也　
品
質
保
証
本
部

�

桂
川
電
機
㈱　
蒲
田
工
業
協
会

神
山　
祐
二　
製
造
部
部
長

�

太
洋
塗
料
㈱　
（一社
）大
森
工
場
協
会

末
谷　
元
男　
製
造
部
課
長

�

太
洋
塗
料
㈱　
（一社
）大
森
工
場
協
会

保
坂　
久
志　
営
業
部
課
長

�

太
洋
塗
料
㈱　
（一社
）大
森
工
場
協
会

佐
々
木　
豊　
業
務
課
課
員

�

太
洋
塗
料
㈱　
（一社
）大
森
工
場
協
会

田
辺　
唯
史　
製
造
部
部
員

�

太
洋
塗
料
㈱　
（一社
）大
森
工
場
協
会

森
田　
コ
ア　
製
造
部

�

㈱
本
州
機
器
製
造
所　
（一社
）大
森
工
場
協
会
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今
年
２
回
目
の「
産
業
の
ま
ち
発
見

隊
」が
８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
。
区
内

に
在
住
・
通
学
す
る
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
を
対
象
と
し
て
毎
年
夏
に
開
催

し
て
い
る
こ
の
催
し
。
今
回
も
多
数
の

応
募
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
22
組
の
親

子
が
参
加
し
た
。
こ
の
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
午
前
に
工
場
見
学
、
午
後
は
日
本

工
学
院
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
の
づ
く
り

教
室
と
い
う
流
れ
。
朝
９
時
前
に
大
田

区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
を
出
発
し
た一行

は
、
現
地
で
２
班
に
分
か
れ
、
桂
川
精

螺
製
作
所
と
光
写
真
印
刷
の
２
社
を
順

番
に
訪
れ
た
。

桂
川
精
螺
製
作
所
で
は
昨
年
新
造
さ

れ
た
ば
か
り
の
新
本
社
を
見
学
。
主
に

自
動
車
関
連
の
ネ
ジ
部
品
を
製
造
し
て

い
る
同
社
は
、
旧
本
社
が
人
気
ド
ラ
マ

の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
企
業
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
保
護
者
も
入
場
前
か
ら
興
味

深
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。
ネ
ジ
加

工
の
基
礎
や
同
社
の
高
い
生
産
力
を
支

え
る
塑
性
加
工
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー

を
会
議
室
で
聞
き
、
稼
働
中
の
工
場
へ
。

真
新
し
い
工
場
は
明
る
く
清
潔
感
に
あ

ふ
れ
た
環
境
で
、
実
際
の
製
造
品
な
ど

も
見
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
旧
式
の
機
械
を
使
って
ネ

ジ
造
り
も
体
験
。
ヘッ
ダ
ー
、
ロ
ー
リ
ン

グ
な
ど
基
本
的
な
工
程
を
自
ら
の
手
を

動
か
し
て
学
ん
だ
。

も
う一社
の
光
写
真
印
刷
で
は
、
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
や
製
本
の
現
場
を
見
学
。

普
段
、
手
に
す
る
本
の
紙
面
が
ど
の
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、

紙
に
刷
ら
れ
て
本
の
形
に
な
っ
て
い
く
の

か
と
い
う
工
程
を
実
際
の
作
業
を
見
な

が
ら
学
ん
だ
。
一連
の
説
明
の
中
に
は
、

揮
発
性
有
機
化
合
物（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）の
発
生

が
少
な
い
大
豆
イ
ン
ク
の
使
用
や
廃
棄

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
環
境
配
慮
に

関
す
る
話
も
あ
り
、
現
代
に
即
し
た
印

刷
工
場
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。午

後
の
も
の
づ
く
り
教
室
で
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
残
像
で
文
字
や
記
号
が
表
示
で
き

る
バ
ー
サ
ラ
イ
タ
と
い
う
装
置
を
製
作
。

基
盤
に
電
子
部
品
や
電
池
ボ
ッ
ク
ス
を
ハ

ン
ダ
付
け
し
て
本
体
を
作
製
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
サ
イ
ン
の
考
案
ま
で
を

行
っ
た
。
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
を
持
つ
の
は
初
め

て
の
子
供
が
大
半
だ
っ
た
が
、
日
本
工

学
院
の
生
徒
た
ち
の
助
け
を
得
な
が
ら

全
員
が
諦
め
ず
に
完
成
ま
で
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
た
。
工
場
見
学
か
ら
も

の
づ
く
り
体
験
ま
で
子
供
に
と
っ
て
は
学

ぶ
こ
と
が
多
い一日
と
な
っ
た
が
、
最
後

に
は
自
分
だ
け
の
バ
ー
サ
ラ
イ
タ
と
い
う

お
土
産
も
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
時
間
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

第２回 「
産
業
の
ま
ち
発
見
隊
」開
催

稼働中のネジ工場を見学

桂川精螺製作所の新工場大人気だったネジ作り体験

表示したい記号を作画

多くの学生が教室をサポート

ハンダ付けを初体験

本
年
度
１
回
目
の
経
営
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
が
10
月
３
日
に
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
東
京
大
学
か
ら
玄
田
有
史
教
授
を

講
師
に
招
き
、「
希
望
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
義
が
行
わ
れ
た
。

10
年
前
か
ら
「
希
望
学
」
の
研
究
に

取
り
組
み
、
希
望
と
社
会
と
の
繋
が
り

な
ど
を
調
査
し
て
き
た
玄
田
氏
。
ま
ず

初
め
に
「
日
本
人
の
中
に
『
希
望
』
が

広
く一般
的
に
な
る
の
は
、
明
治
時
代
に

入
っ
て
西
洋
の
考
え
方
が
入
っ
て
き
て
か

ら
の
こ
と
」
と
語
っ
た
玄
田
氏
は
、
希

望
と
は
「
ま
だ
不
確
か
だ
が
、
少
し
先

に
見
え
る
光
」
と
説
く
。
例
え
ば
、
手

塩
に
掛
け
た
人
材
が
簡
単
に
辞
め
て
し

ま
う
の
は
、「
目
の
前
の
業
務
に
忙
殺
さ

れ
て
潰
れ
て
し
ま
う
人
も
、
自
分
の
能

力
に
限
界
を
感
じ
て
去
っ
て
し
ま
う
人

も
、
ど
ち
ら
も
灯
台
の
よ
う
な
希
望
の

光
が
見
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

一方
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
を
踏
ま

え
て
「
失
望
を
知
ら
な
い
人
は
希
望
を

見
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
玄
田
氏
。

そ
の
上
で
「
希
望
に
『
棚
か
ら
ぼ
た
餅
』

は
な
い
。
希
望
は
与
え
る
も
の
で
も
与

え
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
自
分
で
作
り

出
す
も
の
だ
」
と
説
く
。
そ
し
て
希
望

を
作
れ
る
人
の
条
件
と
し
て
、
①
辿
り

着
こ
う
と
い
う
気
持
ち
、
②
具
体
的
な

目
標
、
③
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重

ね
、
④
継
続
し
た
行
動
と
い
う
４
点
を

挙
げ
た
。さ
ら
に
、希
望
を
生
む
に
は「
強

い
絆
だ
け
で
な
く
弱
い
絆
も
必
要
」
と

説
明
。
強
い
絆
は
安
心
感
や
幸
福
感
を

与
え
て
く
れ
る一方
、
希
望
を
見
出
せ
る

人
は
「
普
段
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
世
界

か
ら
偶
然
の
気
付
き
を
見
つ
け
る
こ
と

が
上
手
い
」
そ
う
だ
。

約
２
時
間
の
熱
弁
は
経
営
の
ヒ
ン
ト

に
も
つ
な
が
る
内
容
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
も

「
希
望
」
に
つ
い
て
改
め
て
自
ら
の
胸
に

問
い
か
け
て
み
て
は
。

第1回
経営・マネジメント

セミナー
〜失望の中から本当の希望が見える〜

ユーモアあふれる講義が行われた会場

貴重な話に耳を傾ける参加者たち数々の著書がある玄田教授
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今月号では、小学生から高校生
までの子供たちを対象にしたイベン
トを多く取り上げています。

夏と秋のロボット教室は、芝浦工
業大学と都立産業技術高専に協力
いただきながら10年以上継続して
いる取り組みです。 今回は秋のロ
ボット教室でとても嬉しいエピソー
ドがありました 。学生アシスタント
の中のお一人が、小学生の頃にこ
のイベントに参加された方だったの
です。 

どのイベントでも、参加者の方々
に「大田のものづくりの将来を担う
子どもたちのために」と述べてきま
したが、実際にこうした取り組みを
きっかけに新たな“希望”が生まれて
いるのは大変喜ばしいことです。

また、青年部が今年新たに企画
した「マッチングセッションOTA 
2019」では、都立六郷工科高校から
大勢の生徒に参加いただき、会場は
若い方の熱気にあふれていました。
後日行った報告会では、参加企業
の方々から「プレゼンの仕方で学ぶ
ことも多かった」「今後も続けていき
たい」など積極的な意見が多く聞か
れました。この取り組みは1年後、
2年後の近い将来に成果が見込まれ
ます。 会員の皆様のご協力があっ
てこその事業ですので、多くの実り
がありますよう、引き続きご協力の
程、よろしくお願い申し上げます。

第4回
事務
局から

「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
」開
催

秋のロボットセミナー開催

区
内
に
在
住
・
在
学
の
小
学
５
年
生

か
ら
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た「
秋

の
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」が
、
10
月
19

日
に
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
で

行
わ
れ
た
。
こ
の
催
し
は
当
会
と
区
が

共
催
し
て
い
る
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。

今
年
も
多
く
の
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で

選
ば
れ
た
40
名
の
小
中
学
生
が
参
加
し

た
。こ

の
日
は「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
２（
コ
ロ

ボ
２
）」と
い
う
二
輪
駆
動
ロ
ボ
ッ
ト
を

製
作
。
午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
に
本
体
の
組
立

て
、
午
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
の
動

作
設
定
を
行
う
流
れ
。
都
立
高
専
か
ら

は
全
体
を
指
導
す
る
浅
川
澄
人
准
教
授

に
加
え
て
７
名
の
学
生
が
子
供
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

浅
川
准
教
授
か
ら
説
明
を
受
け
る

と
、
子
供
た
ち
は
さ
っ
そ
く
持
参
し
た

工
具
を
手
に
持
ち
、工
作
を
ス
タ
ー
ト
。

コ
ロ
ボ
２
は
、
２
枚
の
有
孔
ボ
ー
ド
に

セ
ン
サ
ー
や
電
池
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り
付

け
て
二
輪
車
を
作
る
キ
ッ
ト
。
保
護
者

も
見
守
る
中
、
ど
の
子
も
真
剣
な
表
情

で
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
作

業
は
進
ん
で
い
く
。

初
め
の
う
ち
は
自
力
で
出
来
て
も
、

工
程
が
進
む
に
つ
れ
て
難
し
い
局
面
に

差
し
掛
か
る
。
早
い
子
は
２
時
間
ほ
ど

で
組
み
立
て
終
え
る
が
、
電
池
を
入
れ

て
動
作
確
認
を
し
て
み
る
と
正
し
く
動

か
な
い
こ
と
も
。
そ
ん
な
中
で
徐
々
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
生
徒
の
出
番
も
増
え
、

「
す
み
ま
せ
ん
！
」と
元
気
の
良
い
声
で

生
徒
を
呼
ぶ
子
供
た
ち
の
積
極
性
も

光
っ
て
い
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
作
業
へ
。
な
か
に
は
午
後
の
開
始

を
待
た
ず
に
作
業
を
始
め
る
子
も
お

り
、
教
室
内
は
子
供
た
ち
の
熱
気
で
充

満
。
コ
ロ
ボ
２
は
本
体
と
パ
ソ
コ
ン
を

Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で
繋
げ
て
好
き
な
動

き
を
設
定
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
。
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
は
、
ア
イ
コ
ン
を
ド

ロ
ッ
プ
す
る
こ
と
で「
前
進
」「
停
止
」

「
回
転
」な
ど
様
々
な
動
作
が
設
定
で
き

る
専
用
ソ
フ
ト
を
使
用
。
先
ほ
ど
ま
で

工
具
を
持
っ
て
い
た
手
を
今
度
は
マ
ウ

ス
に
置
き
換
え
、
浅
川
准
教
授
か
ら
出

さ
れ
た
４
つ
の
課
題
に
挑
戦
し
た
。
自

分
の
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
在
に
動
く

と
い
う
の
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
と

て
も
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
模
様
で
、
ど

の
子
も
自
分
の
席
と
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を

何
度
も
行
き
来
し
な
が
ら
課
題
の
ク
リ

ア
に
頭
を
フ
ル
回
転
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
子
が「
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
」と
い
う
嬉
し
い
回
答
。「
意
外
と

思
い
通
り
に
い
か
な

か
っ
た
」「
自
分
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
通
り

動
く
の
が
楽
し
か
っ

た
」な
ど
様
々
な
声
が
聞
か
れ
、
各
々

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
る
機
会
に

な
っ
た
よ
う
だ
。

実
は
今
回
の
サ
ポ
ー
ト
役
の
中
に

は
、
過
去
に
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
と
い
う
生
徒
も
お
り
、
こ

う
し
た
地
道
な
活
動
が
新
た
な
も
の
づ

く
り
人
材
の
発
掘
に
寄
与
で
き
て
い
る

こ
と
が
実
感
で
き
た
。
今
年
参
加
し
た

子
供
た
ち
か
ら
も
未
来
の
工
業
人
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

自分の力でロボットを作る積極的に手を挙げる子供の姿も

技術高専の生徒がしっかりサポート

今回作った KOROBO2専用ソフトでプログラミング

ライントレースなどの課題にトライ


